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投
票
時
間

投
票
場
所

投
票
で
き
る
方

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

代
理
投
票

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

開
票
日
時

開
票
場
所

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

２
月
８
日
㈰

　

2
月
8
日
は
山
口
県
知
事
選
挙
及
び
第
51

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
第
27
回
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
決
め

る
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
を
し
な
い
で
、

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

７
時
か
ら
20
時
ま
で

　

投
票
場
所
は
有
権
者
あ
て
に
お
送
り
し
て

い
る
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
平
成
20
年
2
月
9
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
和

木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
。

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
等
で
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
市
町
村
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
方
や
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
に
入

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票

制
度
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間
▼

山
口
県
知
事
選
挙

　

1
月
23
日
㈮
〜
2
月
7
日
㈯

第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

1
月
28
日
㈬
〜
2
月
7
日
㈯

第
27
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

2
月
1
日
㈰
〜
2
月
7
日
㈯

時
　
間
▼
8
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
▼
役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼

　

投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
を
紛
失
し
た

場
合
で
も
、
投
票
は
で
き
ま
す
。
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
名
を
書
け
な
い
方
、
身
体
の
障
が

い
等
に
よ
り
自
分
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

係
員
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に

記
入
し
ま
す
。
投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
安
心
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
26
か
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を

設
置
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
壊
し
た
り
、
貼
っ
て

あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
破
っ
た
り
す
る
と
罰
せ
ら

れ
ま
す
。
掲
示
板
が
壊
れ
て
い
た
り
、
ポ
ス

タ
ー
が
破
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

2
月
8
日
㈰　

20
時
50
分
か
ら

　

和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

　

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

山口県知事選挙
第51回 衆議院議員総選挙
第27回 最高裁判所裁判官国民審査
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あいさつをする重岡教育長

町民憲章の唱和

お礼のことばを述べる
村岡春風さん

お
礼
の
こ
と
ば

二
十
歳
の
つ
ど
い

期
待
を
胸
に
59
名
の
若
者
が
集
う

　
1
月
11
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
二
十

歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
あ
い
に
く
の

雪
模
様
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
十
歳
を
迎

え
た
若
者
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
、
平
成
17
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
18
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
式
典
に
は
華
や
か
な
振
袖
や
凛
々
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
59
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
式
典
で
重
岡
教
育
長
は
「
自
分
探
し
の
旅

は
、
今
日
ま
で
よ
り
も
今
日
か
ら
の
方
が
長

く
厳
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

お
い
て
も
『
時
を
守
り
　
場
を
清
め
　
礼
を

正
す
』
と
い
う
生
活
を
心
が
け
、
自
分
の
夢

や
希
望
に
向
か
っ
て
、
自
信
を
持
っ
て
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
続
い
て
、
参
加
者
を
代
表
し
て
秋
﨑

巧
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
坂
本
町
長
は
祝
辞
で
「
二
十
歳

に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
〝
ふ
る
さ
と
〞
和

木
町
の
発
展
の
担
い
手
と
し
て
、
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
一

人
ひ
と
り
の
前
途
が
、
希
望
と
可
能
性
に

満
ち
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
健

康
で
充
実
し
た
人
生
を
歩
ま
れ
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
代
表
の
村
岡
春
風
さ
ん
が
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
そ
の
後
、
町
民
憲

章
の
唱
和
が
松
本
大
輝
さ
ん
に
よ
り
力
強

く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
実
行
委
員
会
が
準
備

し
た
映
像
が
流
さ
れ
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の

自
分
た
ち
の
姿
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
写
真
撮
影
、
恩
師
の
挨
拶
、

実
行
委
員
会
企
画
の
抽
選
会
を
行
っ
て
解

散
と
な
り
ま
し
た
。
決
意
を
新
た
に
し
た

参
加
者
は
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に

歩
み
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
、
私
た
ち
は

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
優

し
く
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
皆
さ
ま
、
ど
ん
な
時
も
心
に
寄

り
添
っ
て
く
れ
た
家
族
、
皆
さ
ま
方
に

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
こ
の
二
十
年
間
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
中
学
二
年
生
の
時
か
ら
世
界
で

猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変
え

ま
し
た
。
学
校
に
登
校
す
る
と
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
中

学
校
最
大
の
行
事
で
あ
る
修
学
旅
行
も

変
則
的
な
形
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
文
化
祭
で
は
全
員
で
一
本
の

映
画
を
作
る
な
ど
、
困
難
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
生
ま
れ
た
思
い
出
や
、
私
た
ち

だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
も
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
高
校
で
み
ん
な
と
離
れ

た
時
、
和
木
の
特
別
さ
に
驚
い
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
た
こ
れ
ら
の
こ
と
が
実

は
と
て
も
恵
ま
れ
た
特
別
な
こ
と
だ
っ

た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
改
め
て
、

こ
の
和
木
町
で
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ

た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
現
在
、
和
木
町
を
離
れ
て
、
大

学
に
通
っ
て
い
ま
す
。
国
際
学
部
に
所

属
し
、
昔
か
ら
得
意
だ
っ
た
英
語
を
使

い
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
学
部
内
は

約
半
数
が
留
学
生
、
そ
の
他
も
ハ
ー
フ

や
帰
国
子
女
な
ど
外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ

る
人
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
環
境
下
で
、
私
は
「
当
た
り
前
」
の

価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
私
は
「
普
通
」
や
「
当

た
り
前
」
を
あ
ま
り
疑
わ
ず
に
生
き
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
や
考
え
方
を
持
つ
人
た
ち
と
関
わ
る

中
で
、
正
解
は
一
つ
で
は
な
く
、
人
の

数
だ
け
価
値
観
が
あ
る
の
だ
と
身
を

も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
自
分

の
意
見
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を

相
手
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び

ま
し
た
。

　
二
十
歳
を
迎
え
た
今
日
、
私
た
ち
は

大
人
と
し
て
の
責
任
を
担
う
立
場
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
私
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
違
う
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
や
迷
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
は
、

こ
こ
和
木
町
で
過
ご
し
た
日
々
を
思
い

出
し
た
い
で
す
。

　
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
先
生
方
、
地

域
の
方
々
、
そ
し
て
共
に
育
っ
た
同
級

生
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
自
分
ら
し
い
大
人
に
な
れ
る

よ
う
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）
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村川春男さん相川秀子さん本家博子さん

アンジェリンさん（左）と坂本町長（右）

厚
生
功
労
表
彰

　

12
月
13
日
に
河
野
求
さ
ん
︑
12
月
26
日
に
浦
日
出
夫

さ
ん
︑
1
月
9
日
に
相
川
秀
子
さ
ん
︑
1
月
13
日
に
竹

重
郁
江
さ
ん
︑
1
月
20
日
に
村
川
春
男
さ
ん
︑
1
月
25

日
に
藤
上
治
さ
ん
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
満
90
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
︑
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
︑
町
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
︑
お
祈

り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
河
野
求
さ
ん
︑
浦
日
出
夫
さ
ん
︑
竹
重
郁
江

さ
ん
︑
藤
上
治
さ
ん
は
お
名
前
の
み
の
掲
載
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

本
家
博
子
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
︑
1
月
15
日
に
町
役
場
を
訪
れ
て
坂
本

町
長
に
報
告
し
ま
し
た
︒
こ
の
受
賞
は
︑

本
家
さ
ん
が
40
年
以
上
に
わ
た
り
﹁
つ
く

し
会
﹂
な
ど
で
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
︒

　
﹁
つ
く
し
会
﹂
は
︑
民
生
委
員
児
童
委

員
や
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
︑
町

内
の
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
や
安
否
確
認

を
目
的
と
し
て
昭
和
54
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
︒
現
在
︑
毎
週
木
曜
日
に
5
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
交
代
で
主
に
独
居
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
お
弁
当
の
配
食
を
行
っ
て
い
ま

す
︒

　

こ
の
度
の
受
賞
︑
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
︒

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

地域おこし協力隊員が着任しました

　和木町地域おこし協力隊員として、インドネシア国籍の

Angeline Christiani Chiba さんが着任し、１月７日に坂本
町長より任命書の交付を受けました。
　アンジェリンさんには、デジタルマーケティングの豊富
な経験やスキルを基に、教育との協働や、地域コミュニティ
の温かさ、町の魅力・価値などについて SNS 等を通して
日本国内だけでなく、世界にも広く発信していただきます。

　エンジー、またはチバと呼んでください。
　私はインドネシア出身で、和木町に来る前は愛知県西尾市に住んでいました。現在は、
和木町の地域おこし協力隊として活動しています。
　初めて和木町を訪れたとき、まず感じたのは居心地の良さでした。和木町は静かで、
落ち着いていて、とても温かい町です。中でも一番心に残ったのは、地域の皆さんの温
かさでした。その優しさや歓迎してくださる雰囲気に触れ、「ここで活動したい」と強く
思い、地域おこし協力隊として和木町に関わることを決めました。
　私は SNS マーケティングのスキルを活かし、和木町の魅力や価値、文化をより多くの
方に知っていただきたいと考えています。日本国内だけでなく、海外の方々にも「和木町」
という、温かくて住みやすい小さな町が日本にあることを発信していきたいです。
　これから地域の皆さんと一緒に活動しながら、和木町のことを学び、少しでもお役に
立てれば嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします。

はじめまして、アンジェリン・クリスチアニ・チバと申します。

まちの話題
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一斉放水の様子

ロスマン大佐 書き初めに挑戦

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

︿
特
別
功
績
表
彰
﹀

和
木
町
女
性
消
防
隊

米
村　

清
美
︵
団
本
部
団
員
︶

岩
岡
久
美
子
︵
団
本
部
団
員
︶

川
野
夕
起
恵
︵
団
本
部
団
員
︶

︿
功
績
章
﹀

小
林　

浩
貴
︵
第
一
分
団
部
長
︶

︿
勤
続
章
﹀

森
本　

光
治
︵
第
三
分
団
部
長
︶

出
先　

伸
英
︵
第
三
分
団
班
長
︶ 

■
和
木
町
長
表
彰

︿
退
職
者
感
謝
状
﹀

米
元　

俊
博
︵
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2026
The New Year U.S.-Japan Joint

Calligraphy Event KAKIZOME
新春日米交流書き初め会

　１月１０日、和木小学校で防衛省中国四国防衛局主催
による「新春日米交流書き初め会」が開催されました。
　主催の中国四国防衛局深和岳人局長、米海兵隊岩国
航空基地司令官ケネス・ロスマン大佐、坂本町長、米
海兵隊岩国航空基地ガールスカウト、カブスカウト
パック７７の皆さん、和木小学校の児童が参加し、日本
の伝統文化を通して交流しました。
　始めに岩国高等学校書道部、坂上分校神楽クラブの
生徒によるパフォーマンスが行われ、大書と神楽が融
合した圧巻の舞台に、会場は大いに盛り上がりました。
　続いて行われた書き初め体験では、子どもたちは普
段使い慣れていない筆や半紙に悪戦苦闘しながらも、
お手本を見ながら思い
思いに文字を書きまし
た。
　その後はけん玉、羽
根突き、ダルマ落とし、
凧揚げなどの正月遊び
を行い、遊び方を教わ
りながら、日本の正月
遊びを楽しみ交流を深
めました。

３代目地域おこし協力隊
     上野優樹の「活動報告」

　１２月２０日に、山口県政資料館
で開催された「やまぐち社会起業塾」
の最終発表会に参加しました。
　「やまぐち社会起業塾」とは、社会課題の解決を目的と
した起業家である「社会起業家」を育成するためのセミ
ナーです。地域おこし協力隊としてのこれまでの活動を
もとに、「外国人労働者が地域に溶け込めないという社会
課題を、ケーブルテレビの番組制作を通じて解決する」
というテーマで発表しました。想像よりも拍手の量が多
く、たくさんの傍聴者の心に届く発表になったのではな
いかと感じています。起業に向けて大きな自信を得る機
会となりました。町に根付いた事業を起こすために頑張
ります！

〝わきさんぽ２周目特別編
ENEOS 株式会社麻里布製
油所〟をお送りします。
　美術館前に設置されたボ
タニカルライトの仕組みや、
海をきれいにするエネマリ
ンについて、工場内を歩き
ながら社員の方にお話を伺
います。放送予定日は９日（月）～１５日（日）の予定です。
お楽しみください！

活動トピック

今月の番組

まちの話題
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石井仁蔵 著
大山淳子 著
畠山丑雄 著
今野敏 著
島田荘司 著
酒井順子 著
諸田玲子 著

あさのあつこ 著
群ようこ 著
香納諒一 著

サラ・オレアリー 作
ブライオニー・メイ・スミス 絵、ひびのさほ 訳

かのうかりん 作・絵
森川成美 作
吉田のばら 作

中川ひろたか 作、かわしまななえ 絵
上橋菜穂子 作

マーガレット・G・オットー 文
バーバラ・クーニ― 絵、田中潤子 訳

大原悦子 文、山村浩二 絵
藤重ヒカル 作
石川えりこ 作

＜CD＞
☆ Dear Jubilee－RADWIMPS TRIBUTE－
　　　　　　　　　　　　　　／オムニバス
☆ s travelers ／ Travis Japan
☆ physical mind ／マカロニえんぴつ
☆ 自由悟然／高橋優
☆ ザ・ライフ・オブ・ア・ショーガール
                           ／テイラー・スウィフト

＜一般書＞
『コンフィデンシャル・ゲーム』
『２２２２』
『叫び』
『分水』
『愛しいチグサ』
『ひのえうまに生まれて』
『おまあ推理帖』
『八州の風手控え帖』
『ヤモリさんとご褒美　れんげ荘物語』
『灰は灰　新宿探偵　鬼束啓一郎』

＜児童書・絵本＞
『ブロンテきょうだいの　ちいさな手づくり絵本』

『からくさようちえん　いぬはりこくんのたからさがし』

『ユリの便箋』
『シャボンだまサーカス』
『すききらい』
『神の蝶、舞う果て』
『ともだちは　どこ？』

『カタッポ』
『まわる　おすしやさん』
『パンケーキ１００まい　たべたいの』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2 5 63 4
8

7
9 12 1310 11

15
14

16 19 2017 18
22 23

21
24 2625 27 28

２月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

日時
　２月２１日（土）
　１０時３０分～１１時
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』
※中止になることがあり
ます

☆おはなし会☆
●臨時休館のお知らせ
・２月２３日（月・祝）から３月２日（月）は、図書館のシステム更新を行う
ため、休館となります。

・休館中は、インターネットでの検索・予約などのご利用もできませんのでご
注意ください。

・本の返却は、１階事務所前の返却ポストをご使用ください。
・ＣＤ・ＤＶＤ・紙芝居の返却については、破損の恐れがあるため、総合コミュ
ニティセンター事務所窓口へお願いします。

　大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力のほど、よろしくお願い致
します。

●『和木町民歌』手話歌DVDが視聴できます。
・手話サークル『虹』の皆さまが作成された、和木町民歌の手話表現（手話
歌）のＤＶＤを、図書館で貸し出しを始めました。

詳しくは、図書館までお問い合わせください。
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575

　１２月２４日、和木小学校理科室で、三井化学株式会社
岩国大竹工場のふしぎ探検隊と小学校とのコンビ学習が
行われました。
　コンビ学習は、コンビナートと学校がコンビを組んで学
習するという意図で、町ぐるみ「和木学園」の一環として
実施されています。
　今回は、「人工いくらを作ろう！」と題して化学実験を行
いました。
　まず、アルギン酸ナトリウム水溶液に人工いくらに着色し
たい染料を入れて好みの色の水溶液を作りました。
　次に、色のついた水溶液
をスポイトで乳酸カルシウム
水溶液の中にポタポタといく
らの形になるように慎重に水
滴の量を考えながら落として
いきました。　
　すると、なんということで
しょう。乳酸カルシウム水溶
液の中にカラフルな色のつ
いた、本物そっくりのいくら
のような球形の固まりができ
ていきました。
　この日の実験で作った人
工いくらは、ふしぎ探検隊
の皆さんが用意してくださっ
た小瓶に入れてお土産とし
て持ち帰りました。
　次回のコンビ学習もたくさ
んのご参加をお待ちしてい
ます。

町ぐるみ「和木学園」コンビ学習
☆ふしぎ探検隊☆

令和７年度  和木町冬季教職員研修会

はじめに水溶液に色をつけたよ

スポイトで水溶液を混ぜたよ

きれいな人工いくらができたよ

人
権
教
育
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

学
力
向
上
部
会
の

協
議

心
の
教
育
部
会
の

協
議

体
力
向
上
部
会
の

協
議

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
が

よ
く
分
か
る
よ

　１２月２５日、冬季休業中を活用し、和木町冬季教職員研修会
を実施しました。
　今回の研修会は、教職員だけではなく、学校運営協議会や
コミュニティ・スクール委員会等の地域の委員さんもご参加くださ
り、活発な意見交換をしていただきました。内容は、冒頭の重
岡教育長の講話による学びにはじまり、続けて２本の研修を行い
ました。
　１つ目の研修は「こどもまんなかってどういうこと？」というテー
マで、子どもの人権や子どもを主体とした教育のありかたについ
てグループワークの中で考えを出し合いました。和やかな中にも
教職員として、大人として、子どもたちにどのように関わり、どの
ように導いていくかということについて熱く協議を行いました。
　２つ目の研修は、令和８年度に向けて「学校・地域連携カリキュ
ラム」の見直しを行いました。和木町の教育目標を実現していく
ために「学力向上部会」「心の教育部会」「体力向上部会」の
３つの部会で柱となる取組や、これまで取り組んできた内容を更
にブラッシュアップする手立てを考えました。
　今回の教職員研修会で協議した結果を２月２０日の第３回和木
町コミュニティ・スクール委員会で再度話し合い、地域の委員さ
んの意見を盛り込んで文字通り学校と地域が作り上げた、「和木
の子どもたちを育てるための、和木ならではのカリキュラム」を
決定します。

　今年度の和木学農園は、１２月をもって、すべての講座を終了しました。今年も３０世帯
以上の方に参加していただきました。
　来年度も今年度同様に多くの方にご参加いただきたいと考えています。
　新講師に株式会社エム・オー・エー商事自然農法推進本部から犬塚大介先生をお迎えして、
実践を通して自然農法を学び、栽培活動を楽しんでいきます。
　また、好評につき、年間９回から１０回に回数を増やして実施いたします。１７ページに
募集要項を掲載しておりますのでご確認ください。なお、募集チラシは、文化会館に置いて
あります。
　この講座は、年齢を問わず、交流しながら自然農法について学ぶ講座です。１０回の講座
を予定していますが、無理のない範囲でご参加ください。　
　どうぞお気軽にお申込みください。

令和８年度  和木学農園参加者募集！

収穫は、やっぱり
楽しいな
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　親子のコミュニケーションのための場所を提供
しています。事前申し込みは不要です。
日時　２月１８日（水）
　　　１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所
　　　（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　和木町社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

すくすく計測相談会

日時　●２月４日（水）
　　　　１０時～１１時３０分受付
　　　　　　妊産婦サロンと同日開催です♪

　　　●３月４日（水）１０時～１１時３０分受付
　　　　　　Baby’ｓカフェと同日開催です♪

子育てサロン「たんぽぽ」
面接相談
妊産婦サロン（個別）
健康プログラム

２ 月１８日（水）
２ 月２５日（水）
２ 月２６日（木）
２ 月２７日（金）

すくすく計測相談会
Baby's カフェ

すくすく計測相談会
妊産婦サロン（集団）

３ 月  ４日（水）

２ 月  ４日（水）

すくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダー

※詳細は下記をご覧ください。

子育て
掲示板 保健相談センター内

（☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター和木町こども家庭センター

すくすくすくすくすくすくすくすく

対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、
　　　その他保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

子育てサロン「たんぽぽ」

　保育教諭による、子育て相談、親子遊びなどの
催しや、季節ごとのイベント等を行っています。
事前申し込みは不要です。
日時　毎週火・金曜日
　　　9時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあり
ます。
　ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園（☎５２－２７０７）

地域子育て支援センター

離乳食の展示があります♪

　未就園児の身体計測を行っています。
保健師、栄養士による個別相談もできま
す。お気軽にご利用ください。 

集団

個別

無料

〈場　　所〉  保健相談センター
〈相 談 員〉  助産師　　毛利　弘美　先生
〈申込方法〉  保健相談センター（☎５２-７２９０）

　　　　　  母子モで予約

２月２６日（木）

２月４日（水）
時間：１０時～１１時３０分

①１０時～　②１１時～　１時間程度

妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、授乳、
離乳食の相談などゆっくり相談できます。

助産師によるミニ講話「生活リズムについて」を開催しま
す♪すくすく計測相談会と同日開催ですのでお気軽にご参
加ください♪

　赤ちゃんと子育て中の保護者同士で交流しなが
ら、楽しい時間を一緒に過ごしませんか？
　すくすく計測相談会と同日開催です！
日時　３月４日（水）
　　　１０時３０分～１１時３０分
対象　赤ちゃん（１歳未満）
　　　とその保護者
申込期限　２日２７日（金）（定員１０名）
　　　　　母子モでも予約できます。
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

母子保健推進協議会主催
Baby’s  カフェ（旧：ママカフェ）

　イベントや広報を通じて、和木町で暮らしてい
る方の、子育てを応援するボランティアです。一
緒に活動してみませんか？地域の身近な相談役と
して、親子の健康や子育
てをサポートしていま
す。

申込期限　２月２７日（金）
問　保健相談センター　（☎52 - 7 2 9 0）

母推さん募集！
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いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

２月１０日（火）※毎月第2火曜日
２月２４日（火）※毎月第4火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

　　　　　　　　※第２・4火曜日
２月１０日（火）・２４日（火）

２月１８日（水）※毎月第3水曜日
２月２５日（水）※毎月第4水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

がん患者補正具購入費補助金がん患者補正具購入費補助金
　がん治療を受けている方やその家族の方へ、補正具の購入費を補助します。
補助対象者　下記の①及び②に該当する方
　　　　　　①補正具の購入日および申請日において、本町に住民登録があるがん患者
　　　　　　②申請しようとする補正具について他の助成を受けていない方
補助金　右表のとおり、上限額まで補助します。
　　　　補正具１種類につき、５年度当たり１回のみ対象となります。
申請方法
　補正具を購入した日の翌日から１年を経過する日までに下記の書類を提出してください。
・和木町がん患者補正具購入費補助金交付申請書
・補正具の購入にかかる領収書の写し（購入にかかる送料等は補助対象外です。領収書の金額に含まれている場合は、それらの金
額がわかる書類の写しも提出してください。）

・がん治療を証明する書類（①及び②）
①がん治療に関する領収書の診療明細書
②がん治療に関する説明書や診断書、入院や外来治療計画書、お薬手帳等のうち１点以上

・他の助成の金額がわかる書類
問　保健相談センター（☎５２−７２９０）

補 正 具

乳房（右側）

乳房（左側）

頭髪（かつら）

その他の補正具

上 限 額

２０，０００円

２０，０００円

３０，０００円

２０，０００円

からだ応援ページ

13時30分～15時
総合コミュニティセンター
　　　　　　　　　　　  3階 集会室

健康プログラム健康プログラム

開催3日前までに、 保健相談センター（☎52-7290）
へご連絡ください。

※医師から 運動を禁止されていない方 

筋肉にスイッチ !
おうちでできる簡単な運動

健康運動指導士

●運動指導

●運動実習
河角  淑子  先生

内  容

対  象

日  時

会  場

申  込

★ 準備していただくもの ★
運動のできる服装・ シューズ・ フェイス タオル ・水分補給用のお茶等

「健康維持のために、何か始めたい…。」そんな気持ちを
応援するプログラムです。気軽に取り組める内容です。

2月27日

主催　和木町保健相談センター

対象　町内在住の方（年齢・家族構成は問いません。）
日時　２月２５日（水）　
　　　上記の日程の  ①１４時～　②１５時～　１時間程度
場所　保健相談センター
相談員　臨床心理士・公認心理師
　　　　　　　　　玉田　和子　先生
申込方法　事前に申込みが必要です。
　　　　　保健相談センター まで
　　　　　ご連絡ください。 　（☎５２－７２９０）

「面接相談」のご案内
　臨床公認心理師による面接相談を、毎月１回実施しています。
お気軽にご利用ください。

無料

ご家族の
悩み

ご自身の
悩み

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８２－２４６－２０００ （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日
【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８３－９２１－２７５５（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　午後７時～翌朝８時　相談料　無料（通話料はかかります）

急な 病気 けがや で
救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

食推さん募集！
　食生活改善推進員は、健康な食生活を地域に伝えていく
ボランティアです。一緒に活動してみませんか？
　令和８年度食生活改善推進員養成講座を開催します。養
成講座の詳しい内容や日程は保健相談センターまでお問合
せください。
申込期限　２月２７日（金）
問　保健相談センター（☎52 - 7 2 9 0）
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●確定申告は、ご自宅でスマートフォンやパソコンを利用し、税務署に送信をお願いします。
●和木町役場税務課（役場１階）で申告をされる方
　受付期間　２月１６日（月）～３月１６日（月）（土・日・祝日を除く）
　　　　　　※還付の申告は、２月 2日（月）から受け付けます。
　受付時間　 ９時～１６時
　※窓口の混雑時は、ご自身のスマートフォンからの申告をご案内する場合があります。

　〇下記の申告は、税務課では受付ができません。
　　　① 収支内訳書の作成が無い事業所得（営業・農業）、不動産所得の申告
　　　② 土地・建物・株式等の譲渡所得
　　　③ 住宅借入金等特別控除を初めて受ける方
　　　④ 青色申告、亡くなった方の確定申告（準確定申告）

　申告に必要なもの

　マイナンバー（１２桁）、本人確認書類、源泉徴収票、事業・不動産所得などがあった場合は
収支内訳書、生命保険料・地震保険料支払証明書、社会保険料支払証明書、医療費控除を受け
る場合は医療費控除の明細書、配偶者控除等を受ける場合は配偶者の所得金額が分かるもの、
本人名義の口座番号が分かるものなど
※医療費控除の適用を受けるには、医療費控除の明細書の添付が必要となります。

問　税務課（☎５２－２１９３）

　令和８年 1 月 1 日現在、和木町に住所がある方は、原則として町県民税の申告が必要です。前年中
に収入が全くなかった場合でも、非課税証明書の発行や、町営住宅の家賃の算定、国民健康保険料の
算定等の基礎資料になりますので、必ず申告してください。

　次のいずれかに該当する方は申告の必要はありません。

① 所得税の確定申告書を提出する方
② 前年中の収入が給与だけの方で、勤務先で年末調整されている方
③ 前年中の収入が公的年金だけの方で、扶養控除、生命保険料控除など各種控除の追加をする
　 必要が無い方

◎申告される方は、税務課窓口にお越しください。
また、今年度より、ご自身のスマートフォン等からでも申告をしていただけます。
詳しくは「個人住民税申告の電子化特設ページ」
https://www.eltax.lta.go.jp/news/12336をご覧ください。

所得税の確定申告について

町県民税の申告について

所得税の所得税の の申告はお早めに！の申告はお早めに！
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高齢者の「障害者控除対象者認定書」の交付について

令和７年分社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の送付について

　令和７年中に国民年金保険料を納付した方へ、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書を
お送りします。

お問合せ：ねんきん加入者ダイヤル（☎０５７０－００３－００４）
　　　　　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）自動音声
　　　　　保健福祉課（☎５２－２１９５）

送付予定日

①令和７年１月１日から令和７年１０月２日
までの間に国民年金保険料を納付した方

②令和７年１０月３日から令和７年１２月３１
日までの間に国民年金保険料を納付した方
（①の対象者は除きます。）

上記①の方のうち、「ねんきんネット」にお
いて事前に電子送付希望の登録を行った方

上記②の方のうち、「ねんきんネット」にお
いて事前に電子送付希望の登録を行った方

郵送

郵送

電子送付

電子送付

令和７年１０月下旬から１１月上旬にかけて
順次

令和７年１０月中旬から１０月下旬にかけて
順次

令和８年２月上旬

令和８年１月下旬

対　　象　　者 送付方法 送 付 予 定 日

　所得税や住民税の確定申告において、身体障害者手帳等の交付を受けていない場合でも、６５歳以上の高齢
者の方で、障害者控除対象者として認定されれば、障害者控除又は特別障害者控除を受けることができます。
※ 和木町が発行する「障害者控除対象者認定書」が必要です。 
※ 確定申告をする必要のない方は、認定申請の必要はありません。

※ 介護保険被保険者証及び対象者の親族の方の身分証明書について、原本の持参が困難な場合は、写しでも
　 構いません。
※ 認定書の交付には数日かかります。

　詳細は、保健福祉課へお問い合わせください。　　　　　　　　　　　問　保健福祉課（☎５２－２１９６）

　令和７年１２月３１日現在（令和７年中に亡
くなられた方については、亡くなられた日）
において、精神や身体の状態が、右の基準に
該当する６５歳以上の高齢者

〇対象者

申請書及び次の表に記載するもの　【代理人が記入する場合も同様です。】

〇申請窓口　保健福祉課

障害者区分 基　　　　準
知的障害者（軽度、中度）と同程度の状態
身体障害者（３級～６級）と同程度の状態
知的障害者（重度）と同程度の状態
身体障害者（１級、２級）と同程度の状態
ねたきり高齢者

障害者

特別障害者

申請者 申請書以外に必要なもの 認定書の送付先
・対象者の介護保険被保険者証
・対象者の介護保険被保険者証
　　　　　　　及び
・対象者の親族の方の身分証明書

対象者 対象者

対象者の親族対象者の親族

〇申請する際に必要なもの

10



和
木
町
心
身
障
害
者
扶
助
料

和
木
町
児
童
福
祉
年
金

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

和
木
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
る
方
へ

オレンジカフェだより

　体操や認知症予防の講座を開催しています。
　毎回、認知症地域支援推進員が認知症に関する心配ごと、
悩みごとの相談に応じます。個室もありますので、お気軽に
ご相談ください。
　
♪認知症を予防したいと思っている方、認知症の方、介護

をしている方

話し相手が欲しい方等・・・一緒にわきあいあいと楽し

みませんか。♪

日　時　２月１６日（月）１３時３０分～１５時
　　　　　（時間内　出入り自由）
場　所　総合コミュニティセンター  １階集会室
内　容　認知症を知ろう！
参加費　無料
申・問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

【次回のご案内】

　

令
和
6
年
12
月
2
日
以
降
、
健
康
保
険

証
が
新
た
に
発
行
さ
れ
な
く
な
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
（
マ

イ
ナ
保
険
証
）
を
基
本
と
す
る
し
く
み
に

移
行
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
「
資
格
確
認
書
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
利
用
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
医

療
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
格
確
認
書
交
付
対
象
者

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い

な
い
方

○
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
を
し
て
い
な
い
方

○
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が
困
難
で
、

申
請
を
し
た
方
等

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

国
民
健
康
保
険
は
、
和
木
町
に
住
民
票

の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。
そ
の
た
め
、
転

出
し
た
場
合
に
は
資
格
を
失
い
ま
す
。
た

だ
し
、
学
生
の
場
合
は
特
例
と
し
て
引
き

続
き
元
の
世
帯
に
い
る
も
の
と
し
て
、
和

木
町
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
学
生
用
の
資
格
確
認
書
又

は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
発
行
い
た
し

ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

条
件
　
在
学
中
で
あ
り
、
転
出
し
て
町
外

に
住
所
を
移
し
て
い
る
方
（
見
込
み
の
場

合
も
含
む
）

必
要
な
物

○
在
学
証
明
書
や
学
生
証
の
写
し
又
は
合

格
通
知
等

○
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

○
本
人
及
び
世
帯
主
の
個
人
番
号
が
わ
か

る
も
の

○
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

在
宅
の
障
が
い
者
に
対
し
、
扶
助
料
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

対
象
者
　
和
木
町
に
引
き
続
き
3
年
以
上
居

住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
及
び
2
級
の
方

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
及
び

2
級
の
方

○
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
に
規
定
す
る

精
神
障
害
を
有
す
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
各
種
手
帳

（
身
体
・
療
育
・
精
神
）、
振
込
先
口
座
番

号
の
分
か
る
も
の

支
給
額
　
年
額
16
万
円
（
公
的
年
金
受
給

者
は
半
額
の
8
万
円
）

支
給
月
　
原
則
、
4
月
、
10
月
の
2
回
に
分

け
て
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
毎
年
2
月
、
8
月
に
通
知

を
送
り
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な
く
て

も
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
保

健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
監
護
す

る
保
護
者
に
対
し
、
年
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

対
象
者
　
20
歳
未
満
の
在
宅
で
生
活
す
る

方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
級
〜
3
級
）

及
び
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
保
護
者

申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
各
種
手

帳
（
身
体
・
療
育
）、
振
込
先
口
座
番
号
の

分
か
る
も
の

支
給
額
　
年
額
7
万
円
ま
た
は
8
万
円
（
障

が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

※
両
親
が
お
ら
れ
な
い
場
合
は
右
記
年
額

の
3
倍
、
両
親
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の
一

方
が
お
ら
れ
な
い
場
合
は
、
2
倍
の
額

と
な
り
ま
す
。

支
給
月
　
原
則
、
4
月
、
10
月
の
2
回
に

分
け
て
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
毎
年
2
月
、
8
月
に
通
知

を
送
り
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な
く
て

も
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
保

健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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町
民
相
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

行
政
相
談

無
料
法
律
相
談

特
設
人
権
相
談
所

雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
し
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

日
時　

2
月
20
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
所　

町
民
相
談
室

　
　
　
（
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

弁
護
士　

林
弁
護
士

※
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
無
料
法
律
相
談
は
年
2
回
開
催
し
ま
す
。

※
相
談
は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

日
時　

2
月
4
日
㈬　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所　

文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
内
容

○
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

○
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

○
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

○
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問　

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　
　

保
健
福
祉
課　
　
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
「
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
就
職
活
動

に
不
安
が
あ
る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
」
な
ど
仕
事
の
相
談
を
雇
用
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
事
前
に
連
絡
の
う
え
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
し
た
専
門
の

相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
る
労
働
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
3
2

相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

相
談
料　

無
料
（
通
信
料
は
発
生
し
ま
す
）

相
談
日　

月
〜
金
曜
日　

9
時
〜
18
時

（
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問　

山
口
県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉
班

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
1
0
）

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

2
月
12
日
㈭　

9
時
30
分
〜
11
時

場
所　

文
化
会
館
2
階
研
修
室

問　
「
は
っ
ち
ー
ず
」
事
務
局

 （
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日
時　

2
月
21
日
㈯

　
　
　

受
付 

11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費　

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　
　

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法　

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
18
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催　

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時　

2
月
18
日
㈬　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

2
月
17
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
19
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
・
問　

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
10
日
、
17
日
、
24
日

　
　
　

9
時
〜
17
時

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
3
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所　

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員　

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問　

役
場
議
会
棟
相
談
室（

☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時　

2
月
26
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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第
７
回　
和
木
大
学

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
２
６

山
口
県
健
康
福
祉
祭
『
美
術
展
』

始まります！

　令和８年２月より受け付けを開始し、令和８年４月から利用を開始します。
　制度の利用にあたっては、申請が必要となり、認定通知後、園との面談を経て、利用予約を
することが可能となります。
　予約等は、国が運用する「こども誰でも通園制度総合支援システム」を利用します。

受付開始　令和８年２月２日（月）から
　利用開始　令和８年４月から
　対　　象　認定こども園等に通っていない
　　　　　０歳６ヶ月～満３歳未満の子ども
　利 用 料　こども１名につき、１時間当たり３００円
　　利用時間　１名当たり月１０時間まで
　実施施設　和木こども園
　実 施 日　月曜日・水曜日・木曜日
　実施時間　１０時～１５時

※園行事等で予約枠が開設されない場合
があります。

　申請方法　
教育委員会に利用認定申請書を提出
（様式：町ホームページからダウンロード、教育委員
会事務局窓口で配布）
※申請からアカウントの発行、面談ののち利用予約が
可能になるまで時間を要します。余裕をもって手続
きをしてください。
　注意事項
　キャンセルの場合、キャンセル料は発生しませんが、１名当たり月１０時間の
利用時間枠は消費することとなります。
※利用にあたっての詳しい内容は町ホームページをご覧ください。
　問　教育委員会事務局（☎ 5 3－31 2 3）

始まります！

　
今
年
度
最
後
と
な
る
第
7
回 

和
木
大
学

を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
消
費
者
啓
発
出
前
講
座
〜
消
費

生
活
相
談
事
例
に
つ
い
て
〜 

の
講
義
と
修

了
式
（
卒
業
式
）
を
行
い
ま
す
。

　
和
木
大
学
以
外
の
方
で
も
受
講
は
可
能
で

す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
2
月
25
日
㈬
　
14
時
〜

場
所
　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
3
階

集
会
室

講
師
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
職
員
、
消
費
生

活
相
談
員

問
　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

日
時
　
6
月
13
日
㈯
〜
15
日
㈪

会
場
　
防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
）

作
品
部
門
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
、
写
真

募
集
期
間
　
2
月
12
日
㈭
〜
3
月
26
日
㈭

出
品
条
件

　
県
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
（
昭
和
42

年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方
が
創
作
し
た
未
発
表
作
品
と

し
、
出
品
数
は
1
人
1
点
（
複
数
部
門
の
出

品
不
可
）

申
・
問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

１．申請書の提出【利用者→教育委員会】

２．教育委員会による確認

３．アカウントの発行【教育委員会 → 利用者】

４．面談の予約【利用者 → こども園】

５．面談の実施【利用者 ⇔ こども園】

６．利用日の予約【利用者 → こども園】

７．利用開始【利用者 → こども園】

《申請から利用までの流れ》
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　県道蜂ヶ峯公園線道路整備工事期間延長に伴い、交通規制期間が延長されます。
　現地案内看板等に従って通行してください。
　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いします。

県道蜂ヶ峯公園線道路整備工事に伴う交通規制期間延長のお知らせ

工事期間
　令和８年３月３１日まで（予定）
　発注者
　山口県岩国土木建築事務所
　☎２９－１５４８
　受注者
　西山建設㈱
　☎８２－２４５２
　問　都市建設課
　　☎５２－２１９８ 交通規制箇所

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
金

　

町
で
は
、
犯
罪
へ
の
抑
止
力
の
向
上
や
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
購

入
・
設
置
前
に
必
要
書
類
を
企
画
総
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

〇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
用
い
る
町
内
の
住

宅
（
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
用
途
を
兼
ね
る
家
屋
を
含
む
）
に
新

た
に
防
犯
を
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
方

※
ア
パ
ー
ト
、
借
家
は
除
き
ま
す
。

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
及
び
画
像
デ
ー
タ
保
存
装
置
等

〇
防
犯
カ
メ
ラ
用
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
工
事
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
（
既
存
設
備
の

撤
去
、
移
設
に
要
す
る
経
費
は
除
く
）

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
表
示
に
か
か
る
費
用

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
必
要
な
経
費

※
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
に
か

か
る
費
用
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
の
額

〇
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
の
額
（
千
円
未

満
の
端
数
切
捨
て
）
で
、
1
住
宅
に
つ
き

5
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、企
画
総
務
課
で
配
布
も
し
て
い
ま
す
。

申
・
問 

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

家
具
転
倒
防
止
等
補
助
金

補
助
対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

〇
町
内
の
住
宅
に
新
た
に
家
具
転
倒
防
止
器

具
を
設
置
す
る
世
帯
主

※
賃
貸
住
宅
入
居
者
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
住
宅
の
権
利
者
の
了
承
を
得
て
く

だ
さ
い
。

※
町
営
住
宅
入
居
者
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
壁
に
穴
を
あ
け
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
退
去
時
に
は
元
の
状
態

に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

〇
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
購
入
費
（
突
っ
張

り
棒
、Ｌ
字
金
具
、
耐
震
マ
ッ
ト
、
戸
棚

ス
ト
ッ
パ
ー
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
、
耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
）

〇
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
工
事
費

補
助
金
の
額

〇
上
限
1
万
円
（
1
住
宅
1
回
の
み
）

〇
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
の
額
で
、
百
円

未
満
の
端
数
を
切
捨
て
ま
す
。

必
要
書
類

〇
申
請
書
兼
請
求
書

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〇
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト

注
意
事
項

　

こ
の
補
助
金
は
購
入
後
に
申
請
す
る
形
式

の
も
の
と
な
り
ま
す
。
補
助
対
象
外
の
物
品

を
購
入
し
た
場
合
、
補
助
金
を
交
付
で
き
な

い
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
補
助
の
対
象
に

な
る
か
否
か
、
ご
不
明
な
場
合
は
企
画
総
務

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）
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物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

令
和
８
年
度
交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

就
学
援
助
費
の
う
ち
「
新
入
学
準

備
費
」
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

申
請
期
限
　
2
月
27
日
㈮
（
期
限
厳
守
）

そ
の
他

○
申
請
要
件
の
確
認
や
申
請
書
の
入
手
な

ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
教
育
委
員
会
事
務
局
窓
口
に

お
い
て
も
、
申
請
書
類
等
の
入
手
が
可
能

で
す
。

○
今
回
新
入
学
準
備
費
の
交
付
申
請
を
行
わ

な
く
て
も
、
別
途
令
和
8
年
4
月
中
に
令

和
8
年
度
就
学
援
助
費
の
申
請
を
す
れ

ば
、
他
の
援
助
費
と
一
括
で
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
・
問
　
教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
令
和
8
年
度
の
交
通
災
害
共
済
会
員
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
等
は
広
報
わ
き
2

月
号
に
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

加
入
方
法

　
申
込
書
兼
会
員
台
帳
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
費
　
年
額
1
名
5
0
0
円

※
60
歳
以
上
の
方
に
対
す
る
助
成
が
無
く
な

り
、
会
費
は
一
律
5
0
0
円
に
な
り
ま
し

た
。

受
付
窓
口

　
山
口
銀
行
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
中
国
5
県
）、

山
口
県
農
業
協
同
組
合
、
役
場
住
民
サ
ー
ビ

ス
課

※
無
料
措
置
の
廃
止
に
伴
い
、
総
合
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
関
ヶ
浜
分
館
・
瀬
田

分
館
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
て
い
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
は
不
要
で
す
。

そ
の
他

　
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　
就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
の
一
部
な
ど

必
要
な
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

　
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
就
学
援
助
費
の
う

ち
「
新
入
学
準
備
費
」
を
入
学
前
の
3
月
中

に
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　
和
木
町
に
住
所
を
有
す
る
、
4
月
か
ら
小

学
校
ま
た
は
中
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童
生

徒
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
を
必
要
と
す

る
方
に
準
ず
る
程
度
に
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
方

支
給
予
定
額

○
新
小
学
1
年
生
　
　
5
7
，
0
6
0
円

○
新
中
学
1
年
生
　
　
6
3
，
0
0
0
円

支
給
方
法

　
保
護
者
の
指
定
口
座
に
振
込
み

申
請
に
必
要
な
も
の

○
就
学
援
助
費
（
新
入
学
準
備
費
）
申
請
書

兼
世
帯
表

○
申
請
要
件
に
該
当
す
る
添
付
書
類
（
児
童

扶
養
手
当
証
書
の
写
し
な
ど
）

※
一
部
の
方
は
添
付
書
類
が
不
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
を
力
強
く
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
観
点
か
ら
、
0

歳
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
に
1
名

当
た
り
2
0
，
0
0
0
円
の
「
物
価
高
対
応

子
育
て
応
援
手
当
」
を
支
給
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者

○
令
和
7
年
9
月
30
日
時
点
で
和
木
町
に
在

住
の
児
童
手
当
受
給
者

○
令
和
7
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
8
年
3
月

31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
の
保
護
者
の

う
ち
、
生
計
を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
方

○
令
和
7
年
10
月
1
日
以
降
に
離
婚
（
離
婚

調
停
中
等
も
含
む
）
に
よ
り
新
た
に
児
童

手
当
の
受
給
者
と
な
っ
た
児
童
の
保
護
者

支
給
額
　
対
象
児
童
1
名
に
つ
き
2
0
，

0
0
0
円

支
給
時
期
　
2
月
下
旬
以
降
、
順
次
支
給
い

た
し
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
　

　
原
則
申
請
は
不
要
で
す
が
、
左
記
に
記
載

し
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

申
請
が
必
要
な
方

①
勤
務
先
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い

る
公
務
員
の
方

②
令
和
7
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
8
年
3
月

31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
の
保
護
者

③
令
和
7
年
10
月
1
日
以
降
に
離
婚
（
離
婚

調
停
中
等
も
含
む
）
に
よ
り
児
童
手
当
の

申
請
が
必
要
に
な
っ
た
保
護
者

※
右
記
の
場
合
で
も
、1
月
下
旬
に
送
付
し
た
、

「『
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
』
の
給
付

小
瀬
川
で
丸
太
を
無
償
配
布
し
ま
す

未
内
定
の
新
卒
者
・
既
卒
者
の
皆
さ
ま
へ

日
時
　
2
月
19
日
㈭
　
10
時
〜

場
所
　
大
竹
市
比
作
地
先
の
河
川
敷
地

　
　
　（
国
道
1
8
6
号
沿
い
）

対
象
　
事
前
申
し
込
み
を
さ
れ
た
一
般
の
方

内
容
　
小
瀬
川
で
伐
採
し
た
樹
木
の
丸
太
を

無
償
配
布

申
込
方
法
　
太
田
川
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.cgr.m

lit.go.jp/ootagaw
a

/index.htm
l

申
込
期
限
　
2
月
12
日
㈭

※
申
込
み
先
着
順
の
た
め
、
丸
太
の
量
が
不

足
す
る
場
合
は
早
め
に
打
ち
切
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
　
太
田
川
河
川
事
務
所
小
瀬
川
出
張
所

（
☎
52
ー
2
2
4
5
）

　
就
職
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る
今
春
卒
業

の
新
卒
者
・
既
卒
者
の
皆
さ
ん
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
は
、
最
後
ま
で
皆
さ
ん
を
支
援
し
続
け
ま

す
。
就
職
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
知
り
た

い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
求
人
情
報
な
ど
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
対
策

の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（

☎
21
ー
3
2
8
1
）
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対
象　

圏
域
内
市
町
に
在
住
又
は
通
学
す
る

小
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

日
時　

3
月
21
日
㈯　

集
合　

8
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
散　

18
時
予
定

集
合
場
所　

広
島
駅
新
幹
線
口
︵
広
島
市
南

区
松
原
町
2
番
37
号
︶

内
容　

白
龍
湖
観
光
農
園
︵
い
ち
ご
狩
り
︶

夢
高
原
市
場
︵
昼
食
︑
ピ
ザ
作
り
体
験
︶

奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
︵
見
学
︶

旅
行
代
金　

1
8
︐
0
0
0
円
／
組
︵
昼
食

代
込
み
︶

※
小
学
生
1
名
と
大
人
1
名
︒
小
学
生
1
名

追
加
の
場
合
8
︐
0
0
0
円

募
集
人
員　

ペ
ア
15
組
︵
30
名
︶

※
最
少
催
行
人
員
20
名
︑
定
員
に
達
し
次
第

募
集
終
了

主
催　

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

旅
行
企
画
・
実
施　

広
交
観
光
株
式
会
社

申
・
問　

広
交
観
光
株
式
会
社

︵
☎
0
8
2
ー
2
3
8
ー
4
9
3
0
︶

い
ち
ご
狩
り
︵
三
原
市
︶︑
ピ
ザ
作
り
体

験
︵
世
羅
町
︶
と
奥
田
元
宋
・
小
由
女

美
術
館
︵
三
次
市
︶

ふ
る
さ
と
の
魅
力
体
験
ツ
ア
ー

対
象　

圏
域
内
市
町
に
在
住
又
は
通
学
す
る

小
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

日
時　

3
月
27
日
㈮

　
　
　

集
合　

8
時
50
分

　
　
　

解
散　

17
時
10
分
予
定

集
合
場
所　

広
島
駅
新
幹
線
口
︵
広
島
市
南

区
松
原
町
2
番
37
号
︶

※
岩
国
駅
へ
7
時
30
分
に
集
合
し
︑
バ
ス
に

乗
車
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

※
解
散
場
所
は
広
島
駅
新
幹
線
口
の
み
で

す
︒
行
き
に
岩
国
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
車
さ

れ
た
方
に
は
︑
広
島
駅
か
ら
岩
国
駅
ま
で

の
切
符
を
お
渡
し
し
ま
す
︒

内
容　

中
国
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ア
総
合
研
究
所

︵
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
設
備
見
学
︶︑

八
天
堂 

広
島
み
は
ら
臨
空
工
場
︵
八
天
堂

ビ
レ
ッ
ジ
︶︵
昼
食
︑
パ
ン
作
り
体
験
︶︑
筆

の
里
工
房
︵
見
学
︶

旅
行
代
金　

1
7
︐
0
0
0
円
／
組
︵
昼
食

代
込
み
︶

※
小
学
生
1
名
と
大
人
1
名
︒
小
学
生
1
名

追
加
の
場
合
7
︑
5
0
0
円

募
集
人
員　

ペ
ア
15
組
︵
30
名
︶

※
最
少
催
行
人
員
20
名
︑
定
員
に
達
し
次
第

募
集
終
了

主
催　

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

旅
行
企
画
・
実
施　

広
交
観
光
株
式
会
社

申
・
問　

広
交
観
光
株
式
会
社

︵
☎
0
8
2
ー
2
3
8
ー
4
9
3
0
︶

八
天
堂
︵
三
原
市
︶
で
パ
ン
作
り
と
︑

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
設
備
︵
東
広
島

市
︶・
筆
の
里
工
房
︵
熊
野
町
︶
の
見
学

　

西
国
街
道
沿
い
の
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
︑
ま
ち
巡
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

﹁
シ
テ
ィ
ロ
ゲ
in
広
島
﹂
を
実
施
し
ま
す
︒

　

ま
た
︑
併
せ
て
︑
﹁
食
と
酒
﹂
の
魅
力
発

信
の
場
と
し
て
︑
広
島
城
址
公
園
に
お
い

て
︑
西
国
街
道
沿
い
の
事
業
者
に
よ
る
特
産

品
販
売
を
実
施
し
ま
す
︒

日
時　

3
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
の
部　

10
時
30
分
～

　
　
　

午
後
の
部　

13
時
～

参
加
費　

大
人　
　
　
　

3
︐
2
0
0
円

　
　
　
　

中
・
高
生　
　

1
︐
5
0
0
円

　
　
　
　

小
学
生
以
下　

無
料

集
合
場
所　

広
島
城
址
公
園
護
国
神
社
前

︵
広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
21
ー
1
︶

申
込
期
限　

3
月
8
日
㈰

申
込
方
法　

H
P
よ
り
申
込
く
だ
さ
い
︒

https://m
oshicom

.
com

/136415/

シ
テ
ィ
ロ
ゲ
と
は

　

新
し
い﹁
ス
ポ
ー
ツ
×
観
光
﹂イ
ベ
ン
ト
で
す
︒

　

通
常
の
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
︑
参
加
者
︵
チ
ー

ム
︶
が
山
野
に
設
置
さ
れ
た
複
数
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
︑
制
限
時
間
内
に
で
き
る
だ
け
高

得
点
に
な
る
よ
う
に
回
る
こ
と
を
目
指
す
競
技

で
す
が
︑
シ
テ
ィ
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
︑
フ
ィ
ー

ル
ド
を
街
に
移
し
て
観
光
な
ど
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
︑
新
し
い
﹁
ス
ポ
ー
ツ
×
観
光
﹂
イ
ベ

ン
ト
で
す
︒

　

初
心
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
︒

問　

株
式
会
社
I
T
A
D
A
K
I

︵
☎
0
8
2
ー
2
9
9
ー
1
8
8
5
︶

～
城
下
町
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
！

　

   　

う
ま
い
も
ん
を
探
す
の
じ
ゃ
ー
～

シ
テ
ィ
ロ
ゲ
in
広
島

広
島
広
域
都
市
圏

ピザ作り体験

回
　
答

防
災
無
線
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
つ
い
て

　

毎
日
夕
方
に
な
る
と
防
災
無
線
で
歌
唱
付

き
の
音
楽
が
流
れ
ま
す
︒

　

そ
れ
は
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
瀬

田
地
区
は
静
か
な
と
こ
ろ
で
も
あ
り
︑
静
寂

の
中
︑
爆
音
が
な
り
︑
ま
た
歌
唱
も
音
楽
も

音
が
割
れ
不
快
な
感
じ
が
し
ま
す
︒

　

ま
た
︑
月
毎
に
音
楽
が
変
わ
る
こ
と
は
良

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
な
ん
か
時
代
遅

れ
な
感
じ
の
音
源
が
多
い
と
感
じ
ま
す
︒

　

令
和
時
代
に
な
り
︑
音
源
を
そ
ろ
そ
ろ
更

新
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

現
在
の
よ
う
に
月
毎
に
音
楽
を
変
え
る
と

な
る
と
︑
選
曲
作
業
も
大
変
か
と
思
い
ま
す

が
︑
ぜ
ひ
ご
検
討
お
願
い
し
ま
す
︒

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
︒
ま
た
︑
大
き
な
音
に
つ
い
て
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
︒

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
は
︑
町
内
の
子

ど
も
た
ち
に
日
没
を
知
ら
せ
︑
帰
宅
を
促
す

目
的
で
流
し
て
い
ま
す
︒
子
ど
も
た
ち
に
聞

い
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
︑
音
楽
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
曲

を
中
心
に
︑
季
節
を
感
じ
た
り
故
郷
に
思
い

を
は
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
選

ん
で
い
ま
す
︒
ま
た
︑防
犯
上
の
目
的
か
ら
︑

町
内
ど
こ
に
い
て
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
音
量

を
調
節
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

そ
の
た
め
︑
選
曲
や
音
量
の
調
節
に
つ
い
て

は
個
別
の
要
望
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
の
で
ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒
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住民サービス課（☎５２－２１９４）

・役場に来庁せずクリーンセンターに直接搬入
できます。
・搬入できるごみは【金属・不燃ごみ、粗大ご
み、ガラスの日のごみ】です。
・搬入できないごみ【家屋の解体で生じた瓦・
ブロック・廃材、剪定ごみ、焼却ごみ、プラ
マーク類など】が混じっていると許可できま
せん。詳しくはごみカレンダーの２３ページで
よく確認してください。
・搬入可能日は月～金（休日等クリーンセン
ターが休みの日や年末年始を除く）で、受付
時間は８時３０分から１６時です。また、８月
を除く偶数月の第三土曜日は１３時から１６時
まで受け付けています。

粗大ごみ等の直接搬入について

搬入手数料は普通トラックが
５,０００円・軽トラック２,０００円・
その他の自動車１,０００円になります。
お釣りがないようにお願いします。

ス
ポ
ー
ツ

女
子
A
級

１
位　

藤
村
・
藤
村
ペ
ア

２
位　

西
岡
・
横
田
ペ
ア

女
子
B
級

１
位　

村
中
・
福
原
ペ
ア

２
位　

嘉
屋
・
加
藤
ペ
ア

女
子
C
級

１
位　

玉
井
・
寺
本
ペ
ア

２
位　

休
萬
・
平
田
ペ
ア

女
子
D
級

１
位　

小
林
・
高
呂
ペ
ア

２
位　

田
中
・
石
崎
ペ
ア

〇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

大
会
名　

和
木
町
冬
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

開
催
日　

12
月
27
日

場
　
所　

和
木
町
民
庭
球
場

成
　
績

男
女
混
合
の
部

　

優　

勝　

姫
野
・
杉
山　

ペ
ア

　

準
優
勝　

池
田
・
藤
井　

ペ
ア

体
育
協
会

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

大
会
名　

令
和
7
年
和
木
町
近
郊
秋
季
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会

開
催
日　

12
月
7
日

場
　
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

成
　
績

男
子
A
級

１
位　

岸
本
・
畠
山
ペ
ア

２
位　

貞
廣
・
小
早
川
ペ
ア

男
子
B
級

１
位　

倉
崎
・
本
橋
ペ
ア

２
位　

福
原
・
小
野
ペ
ア

男
子
C
級

１
位　

笹
口
・
小
田
ペ
ア

２
位　

畠
中
・
原
田
ペ
ア

男
子
D
級

１
位　

竹
谷
・
松
尾
ペ
ア

２
位　

篠
原
・
岡
本
ペ
ア

　町ぐるみ「和木学園」では、令和８年度も農業講座「和木学農園」
を開催します。これは、１年を通して行う講座で、４月に開始して３
月までの期間に合計１０回開催する予定です。
　会場は、和木小学校正面の畑「感時園」と和木１丁目集会所です。
　内容は、有機農業（自然農法）の栽培方法の基礎を学び、季節の野
菜の収穫を楽しみながら講座を進めて参ります。自分で野菜を栽培し
たかった、失敗しないノウハウを知りたい、家族で参加して楽しみた
い等、を実現する講座です。
　どうぞお気軽にご参加ください。

犬塚　大介 氏〔（株）エム・オー・エー商事自然農法推進本部〕
橋川　　等 氏〔ＮＰＯ法人ゆうきびと〕

講　師

和木小学校正面の畑「感時園」場　所

どなたでも（初心者、親子連れ大歓迎）対　象

１家族６００円（毎回参加時に現地で徴収）
別にテキスト代として６００円程度（後日連絡）

参加料

作業服、帽子、長靴、手袋、水筒、筆記用具
農具（自由）等

準備物

３０名程度（先着順で締め切ります）参加人数

開催予定日　　第３日曜日　　９：３０～１２：００
４/１９（日）、５/１７（日）、 ６/２１（日）、 ７/１９（日）、 
８/１６（日）、９/２０（日）、１０/１８（日）、１１/１５（日）、
１２/２０（日）、３/２１（日）

期　日

【窓　口】教育委員会事務局
【方　法】電話、FAXで受付
【期　間】２月９日（月） ～  ３月１９日（木） １７：００まで
【内　容】氏名、年齢、参加人数、電話番号
【お問い合わせ】
　　　　 町ぐるみ「和木学園」事務局（教育委員会事務局）
　　　　　TEL ５３-３１２３ 　FAX ５３-６７７６

申込方法

町ぐるみ「和木学園」通年講座

和木学農園
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今月の納税

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 246

お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

購入した商品が偽物?!
フリマサービスの
トラブルに注意！

発
送
方
法
等
に
関
す
る
疑
問
点

を
事
前
に
出
品
者
に
確
認
し
て

解
消
す
る
」、
出
品
者
は
「
商
品

の
発
送
は
追
跡
可
能
な
方
法
で

行
う
」
等
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ

ブ
ル
解
決
は
原
則
と
し
て
当
事

者
間
で
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
利
用
す
る
前
に
サ
イ

ト
の
利
用
規
約
や
ト
ラ
ブ
ル
発

生
時
の
対
応
方
法
を
よ
く
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
当
事
者

間
の
話
し
合
い
や
運
営
事
業
者

と
の
交
渉
が
進
ま
ず
、
お
困
り

の
場
合
は
、
お
近
く
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
相
談
】

　

フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
有
名
メ
ー

カ
ー
の
ギ
タ
ー
を
購
入
し
た
が
、

シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
が
見
当
た
ら

ず
、
正
規
品
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
回
答
】

　

商
品
に
不
審
な
点
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
ま
ず
当
事
者
間
で
十
分

に
話
し
合
い
、
解
決
し
な
い
場
合

に
は
、
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
運
営
事

業
者
に
事
情
を
伝
え
、
鑑
定
サ
ー

ビ
ス
・
補
償
制
度
の
利
用
等
が
で

き
な
い
か
確
認
し
て
み
る
よ
う
助

言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
あ
た
り
、
購
入
者
は
「
商
品
や

和

木

短

歌

会

妹
と
娘
の
名
前
を
混
同
し

年
取
�
た
ね
と
何
度
も
言
う
伯
母

井
口
美
智
子

ラ
ジ
オ
体
操
に
両
手
つ
き
あ
げ
探
し
て
も

つ
か
む
も
の
な
し
師
走
の
青
空

清
水　

敬
子

初
め
て
の
耕
運
機
か
け
る
怖
々
と

響
く
轟
音
畑
に
我
に

恒
例
の
餅
つ
き
終
え
て
ホ
�
と
す
る

白
餅
三
升
み
か
ん
餅
四
升

泉
原　

節
子

中
礒　

和
子

黒
髪
に
白
髪
混
じ
り
嘆
く
君

洗
濯
干
す
背
に
冬
日
和
射
す

藤
川　

洋
子

和
木
町
の
未
来
を
描
く
中
学
生

真
直
ぐ
な
言
葉
に
襟
を
正
し
ぬ

兼
本　

信
昌

灰
岡　

裕
美

門
の
前
コ
�
ン
に
ま
た
が
り
フ
ン
を
す
る

猛
犬
看
板
目
に
入
ら
ぬ
か

選
挙
関
係

　

山
口
県
知
事
選
挙
及
び
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
・
第
27
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
開

票
所
と
な
る
た
め
︑
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
︒

日
時　

2
月
7
日
㈯
～
2
月
9
日
㈪　

12
時
ま
で

改
修
工
事
関
係

　

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
改
修
工
事
に
よ
り
全
館
停
電
と
な

る
た
め
︑
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
︒

日
時　

2
月
24
日
㈫　

8
時
30
分
～
17
時

※
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
町
民
庭
球
場
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
窓
口
で
の
申
込
受
付
等
も

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

問　

体
育
セ
ン
タ
ー
︵
☎
52
ー
2
8
1
1
︶

体
育
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

　

次
の
期
間
は
文
化
会
館
の
空
調
設
備
改
修
工

事
の
た
め
︑
空
調
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
︒
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
︑
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
︒

期
間　

2
月
24
日
㈫
～
3
月
13
日
㈮
︵
予
定
︶

対
象　

ホ
ー
ル
︑
講
習
室
︑
研
修
室
︑
視
聴
覚
室
︑

ホ
ワ
イ
エ

※
ホ
ー
ル
や
部
屋
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
︒

問　

教
育
委
員
会
事
務
局
︵
☎
53
ー
3
1
2
3
︶

文
化
会
館
工
事
に
伴
う
空
調
の
使
用
に
つ
い
て

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

固
定
資
産
税 

　
　
　
　
　
　
　
　
4
期
分

国
民
健
康
保
険
料 

　
　
　
　
　
　
8
期
分

介
護
保
険
料 

　
　
　
　
　
　
　
　
8
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

　
　
　
8
期
分

町
営
住
宅
使
用
料 

　
　
　
　
　
　
2
月
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

※
納
期
限
は
3
月
2
日
㈪
で
す
。

　広報わきやアイ・キャン和木
ちゃんねる文字放送に掲載した
写真を無料で差し上げます。
　ご希望の方（写真に写ってい
る本人またはそのご家族）はご
連絡ください。

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

問　企画総務課（☎52-2136）

し
ら
か
み
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100 200100200 00 （人）

カードと電子証明書の
有効期限はマイナンバーカードの

表面で確認できます

総 務 省

令和8年1月1日現在
総人口　5,619人（－35）
世帯数　2,559世帯（－26）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,870人（－29人）男　2,749人（－6人）
5

28
63

89
186

199
166

133

200
180
181

161
145

128
139
146

174
155

93

177

1 7
22

83
103

175
184
185
192

141
170

207
167

198
138

121
113
122

171
161

123
87

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

和木町内のイベントの模様やお役立ち情報を放送しています。

検索

※紛失・盗難によるマイナンバーカードの一時利用停止
　については24時間 365日受け付けます

電子証明書の更新 カード本体の更新
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